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• 新しい生活様式
– ３密回避、手洗い、マスクという基本的感染対策→通信販売、デリバリーの利用増加
– 注意力の低下が感染リスクを高める

• 店舗やサービスのあり方を工夫することで、そのような場合でも自然と感染対策（業者向けガイドライン）
• →や足跡マークなど直感的なものの利用、アクリル板などの整備

• 消費者志向経営
– 企業が消費者志向経営をすれば利益が出るような制度設計が政府に求められる（規制、悪徳業者の公表、

優良業者の公表・表彰等）

• エシカル消費
– 消費者の選好を変えるような教育は重要。しかし、時間がかかる。
– 有機農業のように生産者が目に見える形にして、消費者に価値を見出してもらう
– フードロス問題は、介入のタイミングが重要。レストランでは注文のタイミング、スーパーでは購入前のタイ

ミング。しかし、このタイミングでのフードロスに関する介入は売上減少になるので、実効性が低い。
– 食べ残しを減らすことだけを重視すると、食べすぎをもたらし健康リスクを高める。
– 食べすぎをへらすために、少なめの食品購入という健康メリットを強調する必要
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